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現在，2020 年夏季オリンピック・パラリンピックの開催をかけて，東京（日本），イスタンブール（ト

ルコ），マドリード（スペイン）の 3 都市が熾烈な招致合戦を繰り広げており，現段階では 3 都市が横一

線で並んでいるとテレビや新聞で報道されているようです。ちなみに，筆者は在外研究期間中のためメ

ルボルン（オーストラリア）に滞在しており，朝 5 時 30 分から始まる前日の NHK ニュース 7 とインタ

ーネットのニュースからしか日本の情報を得ていませんが…。この原稿を執筆している 7 月下旬～8 月

上旬には，世界水泳バルセロナ大会や世界陸上モスクワ大会が開催され，参加している国際オリンピッ

ク委員会（IOC）の委員へロビー活動が盛んに行われている頃だと思います。スポーツ・健康分野のみ

ならず，国家全体の経済や教育・文化政策，環境・都市開発など，さまざまな分野に対して大きなイン

パクトを与えるこのようなメガ・スポーツイベントの開催は，「ニッポンに元気とチカラを！」与えるた

めに極めて重要な役割を果たすでしょう。 

 

「レガシー」の重要性 

オリンピック・パラリンピックを招致，開催する際に，近年注目されるようになった概念として「レ

ガシー（legacy: 遺産）」があります。この概念は，オリンピック・パラリンピック開催による一過性の

経済効果に着目するだけでなく，長期的視点に立った都市の持続可能な発展（sustainable development）

を目指して構想されたものです 1)。そのため，候補都市は立候補した時点から大会中，大会後にわたっ

て，綿密なレガシープランを立案し，実行していくことが求められています。IOC は，レガシーを表 1

に示すようなスポーツ，社会，環境，都市，経済という 5 つのカテゴリーに分けて，有形・無形のレガ

シーを想定しています。特に，無形のレガシーがより長期的な有形のレガシーの原動力になったり，有

形のレガシーの存在によって無形のレガシーが継承されたりといった双方向的関係に着目した計画を立

案することの重要性が強調されています 2)。まだ運動疫学の分野ではあまり馴染みのない概念かもしれ

ませんが，Lancet や BMJ にも公衆衛生の観点からオリンピック・レガシーに関する話題が取り上げられ

ているように 3,4)，持続可能性の実現を目指す社会に果たすスポーツや身体活動の役割を考えると，運動

疫学分野においても注目していくべき概念だと思われます。 

 

表 1 オリンピック・レガシーの 5 つのカテゴリーおよびその具体例 

カテゴリー 有形・無形レガシーの具体例 

スポーツ 

（Sporting legacy） 

スポーツ参加を促すスポーツ施設の効果的な利用方法の検討，投資したインフラの大会

後のあり方の検討，より多くの国民がスポーツ参加の機会を増やすためのソフトの充実

(プログラム開発や指導者の育成方法など） 

社会 

（Social legacy） 

民族差別，性差別，人種差別，宗教差別の解消，自尊心および連帯意識の向上，異文化

理解の深化 

環境 

（Environmental legacy） 

新エネルギー資源の導入，都市緑化公園（オリンピックパーク）の新設など，環境問題

への重点的な取り組み（環境に優しい都市へ） 

都市 

（Urban legacy） 

発展途上国から発展国の都市へ変革を遂げるための投資の集中，建造物・都市計画 

経済 

（Economic legacy） 

経済効果，GDP 上昇などの経済発展への注目，新規雇用（直接的・間接的雇用）の創出 



 

2012 年ロンドンオリンピック・パラリンピックにおけるレガシー 

英国政府が発表した「レガシー・アクションプラン｣5) では，オリンピック・レガシーに関する方針と

して表 2 に示す 5 つのプランが示されました。特に，スポーツに関連したレガシーとして，英国の子ど

も（5～16 歳）に週当たり 5 時間，青少年（16～19 歳）に週当たり 3 時間のスポーツ活動時間を提供す

ることや，少なくとも 200 万人の英国民がこれまでより活動的になるよう支援することなどを目標とし

て掲げ，以後その達成に向けてさまざまな取り組みが実行されています。また，長期間工業地帯であっ

たため土壌汚染に見舞われていたロンドン東部（Lower Lea Valley）地区を再開発するために，オリンピ

ックパークを建設し（大会終了後は都市公園として整備），それに伴う雇用機会の提供や住宅供給を促進

することに加え，緑化地域の増加や生物多様性の保護，土壌水質の改善など，社会，環境，都市の持続

可能な発展を目指したさまざまなレガシーが構想されました。更に，経済に関するレガシーでは，失業

率の高い地域の雇用を促進することや，さまざまな観光促進戦略を打ち立てることにより，英国全体へ

経済波及効果がもたらされるよう計画されています。 

 2013 年 7 月 19 日付の BBC News 6) によると，2012 年ロンドンオリンピック・パラリンピック開催に

伴う投資・売上・契約増などにより，現在までに英国内で約 99 億ポンドの経済効果があり，2020 年ま

でに想定では 280～410 億ポンドに上ることが英国政府により発表されました。また，新たに 140 万人が

週 1 回スポーツを実施するようになったこと，新設されたスポーツ施設の効果的な再利用，大会参加ボ

ランティアの地元スポーツクラブやスポーツイベントでの活躍といったレガシーも報道されています。

一方，先行研究のシステマティックレビュー 7) では，オリンピック等のメガ・スポーツイベントが国民

の身体活動やスポーツ活動への参加促進に及ぼす効果についてのエビデンスは乏しいことが指摘されて

います。2012 年ロンドン大会については，経済，社会・文化，環境の観点からオリンピック・レガシー

の中間評価が 2010 年に公表されていますが 8)，運動疫学分野の研究者がより興味を持つと考えられる公

衆衛生インパクトなど，今後の評価報告にも注視していく必要があります。 

 

2020 年オリンピック・パラリンピック東京招致におけるレガシー計画 

2020 年オリンピック・パラリンピック東京大会招致のための立候補ファイル Discover Tomorrow 9) を

みると，包括的なレガシー計画を読み取ることができます。最も不可欠な要素として，すべてのレガシ

ー計画について評価と助言を行う「オリンピック・レガシー委員会」を創設することが示されています。

また，1964 年東京大会のレガシーであるスポーツ施設の改修・改築や新規スポーツ施設の整備といった

物理的レガシー，東京に 400 ヘクタール以上の新たな緑地を創出することや街路樹 100 万本植樹を通じ

て「グリーンロード・ネットワーク」を構築するといった環境レガシーも検討されています。一方，ス

ポーツ関連のレガシーに関しては，都民・国民のスポーツへの関心を高め，スポーツ参加の拡大や，都

市の中心にスポーツが根づくことにより，人々の生活をより豊かなものにすることを目指して，国際ス

ポーツ振興プログラムの作成や新設スポーツ施設の大会後の地域開放，地域スポーツクラブ活動の推進

やオリンピアンを活用した若者への健康的ライフスタイルの普及啓発などが構想されています。また，

パラリンピックに関するレガシーとして，障害者のスポーツ・社会参加の促進や公共施設のバリアフリ

ー化を目指したプランが策定されています。2020 年オリンピック・パラリンピック開催都市が東京に決

定すれば，これらのレガシー計画を実現すべく，オールジャパン体制でさまざまな取り組みが実行され

ると思われます。スポーツや身体活動を通じて国民の健康づくりを支援する我が国の運動疫学分野の研

表 2 2012 年ロンドンオリンピック・パラリンピックに関する｢レガシー・アクションプラン｣ 

① 英国を，世界をリードするスポーツ大国にすること 

② ロンドン東部地区中心部を変革すること 

③ 若者世代を鼓舞すること 

④ オリンピックパークを環境に配慮した持続可能な生活を促進するものにすること 

⑤ 英国が，住みやすく，働きやすく，ビジネスもしやすい，人々を歓迎する場であることを

国内外に宣伝すること 

 



 

究者は，オリンピック・レガシーといった観点から，改めて実行可能な研究テーマを考えてみることが

できるのではないでしょうか？ 

 

国民の身体活動と健康の創造に向けて 

東京都の場合，2020（平成 32）年頃に人口が約 1,335 万人とピークに達することが見込まれています。

特に，老年人口は増加し続け，321 万人程度が高齢者となることに加え，75 歳以上の後期高齢者の割合

が老年人口の 52％にもなるといわれています。そのため，世界に先駆けて東京が超高齢社会の都市モデ

ルを構築していくことが求められており，オリンピック・パラリンピック開催による環境レガシーは，

防災対策も含めこれらの課題解決に大きく貢献する可能性があると思われます。運動疫学的な視点から

すると，都市部の高齢者は近隣に歩きやすい緑地が多いほど寿命の延伸につながることが証明されてお

り 10)，オリンピック・レガシーとしての環境整備が高齢者の身体活動や健康にどのような好影響を及ぼ

すのかを証明する natural experiments study を実行するまたとない機会になるのではないでしょうか。 

また，東京でのオリンピック・パラリンピックの開催が，我が国の将来を担う子どもや青少年に及ぼ

す影響は計り知れません。特にさまざまな競技で活躍する選手の活躍を目の当たりにすることで，多く

のスポーツ少年が育つことは想像に難くありません。子どもや青少年時代のより良いスポーツ活動体験

や習慣は，成人してからの身体活動に持ち越し（トラッキング）効果があり 11)，生活習慣病予防のため

にも非常に重要な視点であることはよく知られています。このような将来を見据えた子どもや青少年を

対象にしたスポーツ・身体活動の促進に関連した研究テーマも設定可能でしょう。その他にも，オリン

ピック・レガシーに関連したさまざまな運動疫学研究のアイデアがあるように思います。更に，我が国

では毎年，国民体育大会が開催されており，オリンピック・パラリンピックほどではないものの，少な

からず開催県にさまざまなレガシーが残されるよう綿密に計画されたスポーツイベントがあります。こ

の分野の研究者が活発に議論し合い，今後我が国でもスポーツイベントによるレガシーといった視座か

ら興味深い運動疫学研究が行われるようになることを期待したいと思います。まずは，9 月 7 日にブエ

ノスアイレス（アルゼンチン）で開催される第 125 次 IOC 総会において，東京が開催都市に決まるのを

願ってやみません。 

 

追記（9 月 10 日） 

2020 年オリンピック・パラリンピックの開催都市は，無事に東京に決定しました。スポーツ庁の設置

といった組織整備も可及的速やかに進んでいくでしょう。持続可能な都市・社会・環境づくりのための

オリンピック・レガシーを十分に残せるよう，運動疫学分野の研究者も積極的に情報発信していくこと

が重要だと思われます。 
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